






1.新生児乳児期心疾患診療チーム 

新生児期,乳児とくに乳児早期に発症する心疾患の治療には,多くの専門的な知識・経験・

技術および,それにふさわしい設備が必要である。 

小児循環器医,小児心臓外科医,小児麻酔科医,必要に応じて新生児科医,熟練した看護婦,

パラメディカル・スタッフが一つのチームをつくる。この小児心臓病専門チームが常時診

療可能な態勢にあることが必要である。すなわち,①小児循環器医にいつでも相談できる,

②心エコー図を含む非侵襲的診断法および心カテーテル心血管造影検査によって,いつで

も正確な診断が得られる,更に③必要な内科治療－各種薬物療法,BAS,乳児用呼吸器による

人工呼吸－ができる,④患者の状況に応じた外科治療が可能である,などが必須条件となる。 

このような小児心臓病専門チームは,本邦には残念ながらまだ少なく,多くの患児が適切な

治療の恩恵を受けていないのが現状である。 


